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掩蔽観測とは what is occultation obs. ?
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2022/10/21 (3200)Phaethon (D~5km) occultation

小天体の
-サイズ、形状
-軌道

整約図 reduction
通常の収集データ

減光時刻
復光時刻

生動画データ

恒星の前を小天体が通過する時刻を観測する



観測装置例
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・観測点への移動が必須
・観測者の布陣重要
・アマチュア天文家くらいの装置
・ GPS 1ppsによる絶対時刻校正

2021.10
＠香川→2024.11@兵庫・赤穂↓



布陣の一例
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住民の邪魔にならない場所
道の駅、空き地、公園、駐車場
川原沿い、キャンプ場、学校等

・アクセス
・視界が良い

を探す

観測成立・通過

天体中心が
通る予報線



現状・アーカイブの目的 IOTA報告の現状認識

（１）大勢で観測した自分達の観測データをシェアする場所がほしい。→現在「はしもとドライブ」@岡山大

（２）今後のために残しておきたい（PhaethonやLucyのターゲットのようなケースは後の論文に使えるはず）
→本研究で残し方検討

（３）（もう少し発展的に）掩蔽のデータアーカイブの拠点を作りたい → 〃 提供・閲覧I/Fなど仕様検討

（吉田氏私信）
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背景
• 掩蔽観測 アマチュアの趣味？？→否

• 小天体のサイズ・形状、軌道を精度よく調べられる手段
• 未知の衛星・バイナリ・リング検出の可能性

• 結果をアマチュアの方が取りまとめて中央局に報告していた
• 観測データ数増大の一途

• GAIA恒星データ精度向上~10μasの桁に( 2018/4 DR2, 2020/12 EDR3, …)
• 安価なCMOSカメラ入手容易に

• 直径数kmの小天体でも観測が可能になってきた(2019/7/29 )
• →非重力摂動（Yarkovsky効果）が効く天体の軌道推定に有効
• 持続可能性に問題

• 探査機ターゲット天体の集中観測、動画データ保存の必要性
←論文化・追加検証用

• 動画aviファイルでも数Gbytes

• 集中観測をテストケースとしてデータ収集、管理のテスト
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https://www.esa.int/Science_Exploration/Space_Science/Gaia
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提案書内容と結果
アーカイブシステムの仕様検討を行う。特に、以下の点に着目した検討を進める。

• A. アーカイブシステムのストレージ形式
• 大容量HDDを接続し、インターネットに公開されたストレージサーバの整備と利用
• （買い切り）クラウドストレージサービスの利用
• 会津大学ARC-Spaceにて整備中のオプティカルディスクアーカイブシステム設備の利用

• B. アーカイブデータに付与するメタデータの内容・保存形式
• 想定：観測地の位置情報、時刻較正情報など
• 必要な項目の洗い出し
• 保存形式→観測者が書き込み可能なGoogleDrive上のスプレッドシート（後述）

• C. アーカイブデータの提供インタフェース：得失を検討
• 再解析などの場合に対応するため
• データ量、収録イベント数が増えた場合の対応
• メタデータの内容を元に、検索インタフェースを動的に構築
• その他の方法

• D. アーカイブ対象データの収集インタフェース
• アップロードやメタデータの登録を簡単に行えること
• メタデータをもとにアーカイブ全体のデータベースのアップデートを行う仕組み構築 8
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pCloud

ウェブI/F
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・買い切り、永年利用可能
容量追加可能

・高セキュリティ
・限定領域へのデータリクエスト可能
・公開領域がある
・desktop app経由でスクリプト処理が可能

desktop app I/F
Windowsフォルダーと同様に使える

戻る



アップロード画面
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アップロードファイル/フォルダの見え方
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戻る



結果（続き）

• 「メタデータ」は当面エクセルファイル
• 観測者が自分で書き込む
• 現状でこれ以上の要求事項がないため

• ファイル命名規約を決めて実施 → 約半数の方だけ
• アマチュアの方に強制はできない

• その後手作業で変更

• 回線が細い場合（e.g.自宅から）アップロード失敗することが
あった
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サマリテーブル
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戻る



FY2022時点キャンペーン観測

年月日 収集件数 総データ容量
(Gbytes)

対象天体、観測地域

2022/10/21 16 18.9 (3200)Phaethon,北海道

2023/01/10 7 6.2 (98943)2001CC21,近畿

2023/02/06 1 2.7 (98943)2001CC21,近畿-九州北部

2023/02/08 5 12.4 (98943)2001CC21,関東/東海-北陸

2023/03/05 11 15.2 (98943)2001CC21,四国-中国

2023/03/26 12 44.1 (98943)2001CC21,九州南部

（報告書の抜粋）

※他、個別に行われた(98943)2001CC21の観測データも収集した。
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この後はIOTA/EAキャンペーン観測として
・提案書

で提案された分を対象に収集を継続



その後の展開

• 東アジアの観測とりまとめ組織IOTA/EAの立ち上げ
(Yoshida+ Phil. Trans. R. Soc. A, accepted)

• 年会(2023/8初回）、月毎予報、キャンペーン観測、観測・解析講習会
• 部会、担当理事、地域代表（香港、台湾、中国）を決めて仕事を定義

• 個人への負荷はまだ大きいが、メンバー代替は可能になった
• 持続可能性は以前よりは向上
• 会員数 2024/11時点で８８名（正会員５５，準会員３３）

• 大学の天文部、研究室単位、高校の部活メンバー参加あり

• pCloudをIOTA/EAの観測データ置き場に利用
• 毎月の観測データ（xml、テキスト光度曲線、任意で画像ファイル等）
• IOTA(本家)への報告にも利用
• 生動画データを保存するキャンペーン観測は数回/年

• 提案者ベースなので提案者が自分でとりまとめている状況
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IOTA/EA(Int’l Occultation and Timing 
Association / East Asia)
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戻る
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・XML等テキスト
・整約図
・任意で観測者が作成

した画像等ファイル

データ配置方法
（定常観測）

戻る



現状の問題点等

• 役員の人の入れ替えが現時点では難しい
• 分かっている人が担当している感じ

• 若手（３０－４０代）がいると嬉しい

• IOTA/EA自体のウェブサイトは大学からサーバ借用、レンタルサー
バへの移行検討中

• 理想はPDSのように拠点が運用できるのがよいのだが…
• 用途は限定的
• ユーザが少ない

• アーカイブの公開は現状でIOTA/EA会員向けのみにする予定
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まとめ

• 東アジア（主に日本）での掩蔽観測の生動画データを収集・管理するため
の調査をFY2022に実施した

• 買い切りクラウドサービスpCloudを利用して、年度内６回のキャンペー
ン観測の時に調査した

• pCloudで実現したいことはおおむねできるが、アップロードが遅い

• その後、東アジア域の観測を取りまとめる組織を立ち上げて定常運用中
• 人の入れ替えが可能な組織になるとより良い

• アーカイブ・組織へのご提案等あればぜひ
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